
年
　
表
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広
が
る
高
崎
ブ
ラ
ン
ド

変
革
を
続
け
る
都
市
力

暮
ら
し
に
心
地
良
さ
を

資
料

文
化
が
息
づ
く
街

ス
ポ
ー
ツ
の
力
、市
民
の
力

時
代

元
号

西
暦

出
来
事

縄文時代以前

8
0
0
万
年

前
関
東
山
地
側
が
隆
起
し
海
だ
っ
た
高
崎
市
域
が
浅
瀬
に
な
っ
た

1
1
0
万
年
前

榛
名
山
付
近
に
火
山
活
動
が
あ
り
、火
砕
流
で
高
崎
市
域
一
帯
が
覆
わ
れ
た

50
万
年
前

岩
野
谷（
観
音
山
）丘
陵
と
高
崎
市
域
平
野
部
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
た

マ
グ
マ
が
噴
出
し
て
榛
名
山
の
活
発
な
活
動
が
始
ま
っ
た

22
万
年
前

榛
名
山
の
山
頂
部
で
大
噴
火
が
あ
り
、火
口
原
湖
の
榛
名
湖
と
な
っ
た

4
万
年
前

榛
名
山
が
活
動
を
再
開
す
る

縄文時代

市
内
の
縄
文
時
代（
中
期
）の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
の
遺
物
に
他

地
域
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、関
東
エ
リ
ア
や
日
本
海
側
と
交

流
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

弥生時代

日
高
遺
跡
に
大
規
模
な
環
濠
集
落
を

見
る
こ
と
が
で
き
る

3
世
紀
後
半
に
浅
間
山
が
大
噴
火
し
、

軽
石
で
日
高
遺
跡
が
覆
わ
れ
た

古墳時代

東
日
本
随
一
を
誇
る
古
墳
県
群
馬
の

中
で
、高
崎
市
は
最
多
の
2
7
4
1
基

が
記
録
さ
れ
、6
3
9
基
が
現
存
。中

国
魏
か
ら
卑
弥
呼
に
贈
ら
れ
た
も
の

と
同
じ
型
の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
古
墳

時
代
前
期
の
柴
崎
町
蟹
沢
古
墳
か
ら

出
土
。古
墳
時
代
中
期
に
な
る
と
、墳

丘
全
長
1
7
1
・
5
m
の
浅
間
山
古
墳

な
ど
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
数
多
く

築
造
さ
れ
た
。古
墳
か
ら
は
中
国
や
朝

鮮
半
島
と
の
交
流
を
示
す
副
葬
品
が

数
多
く
出
土
し
て
い
る
。古
墳
時
代
中

期
の
三
ツ
寺
1
遺
跡
・
北
谷
遺
跡
で
大

規
模
な
首
長
居
館
が
造
営
。保
渡
田
古

墳
群
中
の
前
方
後
円
墳
３
基
は
そ
の

首
長
の
墓
と
み
ら
れ
て
い
る

榛
名
山
が
2
回
に
わ
た
っ
て
大
噴
火
し
た

天
武
10
年

6
8
1

山
上
碑
建
立（
放
法
光
寺
僧
長
利
が
亡
き
母
供
養
の
た
め
建
立
）

大
宝
元
年

7
0
1

大
宝
律
令
が
完
成
し
全
国
支
配
の
体
制
が
整
え
ら
れ
た

飛鳥～奈良時代

和
銅
4
年

7
1
1
頃

多
胡
碑
建
立（
多
胡
郡
が
置
か
れ
上

野
14
郡
と
な
る
）

神
亀
3
年

7
2
6

金
井
沢
碑
建
立（
三
家
氏
に
関
わ
る

氏
族
が
先
祖
供
養
と
一
族
繁
栄
の
た

め
建
立
）

天
平
勝
宝

　
　

8
年

7
5
6

こ
の
頃
上
野
国
分
寺
が
建
立
さ
れ
た

七
重
塔
は
高
さ
約
60
ｍ
と
推
計
さ

れ
、1
9
9
8
年（
平
成
10
年
）に
高

さ
1
0
0
ｍ
の
高
崎
市
役
所
現
庁
舎

が
完
成
す
る
ま
で
群
馬
県
史
上
で
最

も
高
い
建
築
物
と
さ
れ
て
い
た
。

天
平
宝
字

　
　

3
年

7
5
9

こ
の
頃
万
葉
集
が
編
纂
さ
れ
、東
歌

に
佐
野
、入
野
、伊
香
保（
榛
名
）の
歌

が
多
数
収
め
ら
れ
た　
　
　

平安～鎌倉時代

天
仁
元
年

1
1
0
8

浅
間
山
大
噴
火

八
幡
荘
な
ど
有
力
な
荘
園
が
形
成
さ

れ
、武
士
団
が
力
を
蓄
え
る

治
承
４
年

1
1
8
0

源
頼
朝
挙
兵
に
東
国
武
士
団
が
参
陣

正
慶
２
年

1
3
3
3

新
田
義
貞
が
八
幡
荘
で
越
後
、甲
斐

の
武
士
団
と
合
流
、鎌
倉
へ
上
り
幕

府
を
滅
ぼ
し
た

室町～戦国～安土桃山時代

応
永
・

正
長
の
頃

1
3
9
4

 

～
1
4
2
9
和
田
氏
に
よ
り
和
田
城
が
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

永
正
年
間

1
5
0
4

 　
　

～
2
1
長
野
氏
が
榛
名
山
南
麓
で
勢
力
を
拡
大
し
、箕
輪
城
を
築
く

永
禄
9
年

1
5
6
6

武
田
信
玄
の
攻
撃
に
よ
り
箕
輪
城
が
落
城

天
正
10
年

1
5
8
2

織
田
信
長
家
臣
滝
川
一
益
が
箕
輪
城
に
入
城
。本

能
寺
の
変
後
、戦
国
期
の
関
東
最
大
の
合
戦
と
さ

れ
る
神
流
川
合
戦
で
一
益
が
北
条
氏
邦
に
敗
れ

る
。箕
輪
城
が
北
条
氏
の
支
配
下
に
な
る

天
正
18
年

1
5
9
0

井
伊
直
政
が
徳
川
家
康
の
命
令
に
よ
り
箕
輪
城
に

入
城
し
、12
万
石
を
領
す

慶
長
３
年

1
5
9
8

井
伊
直
政
が
箕
輪
城
よ
り
和
田
城
に
移
り
、和
田
を
高
崎
と
改
め
、町
の
区
割

り
を
行
う

寛
永
10
年

1
6
3
3

3
代
将
軍
家
光
の
弟
・
忠
長
が
高
崎
城
内
で
自
刃
。大
信
寺
に
墓
所

承
安
3
年

1
6
5
4

落
合
村
と
笛
木
村
が
伝
馬
役
を
命
じ
ら
れ
新
町
宿
と
な
る

元
禄
3
年

1
6
9
0

田
町
に
絹
市
場
を
設
置

江戸時代

元
禄
8
年

1
6
9
5

大
河
内
輝
貞
が
高
崎
藩
主
と
な
る

天
明
3
年

1
7
8
3

浅
間
山
の
大
噴
火
。大
飢
餓
が
起
こ
る

寛
政
5
年

1
7
9
3

岩
鼻
陣
屋（
代
官
所
）を
設
置

文
久
元
年

1
8
6
1

皇
女
和
宮
、高
崎
城
下
を
下
向

文
久
２
年

1
8
6
2

御
伝
馬
事
件
が
起
こ
る

元
治
元
年

1
8
6
4

高
崎
藩
が
下
仁
田
戦
争
で
水
戸
浪
士
の
天
狗
党
に
敗
れ
る

慶
応
4
年

1
8
6
8

小
栗
上
野
介
が
水
沼
河
原（
現
在
の
倉
渕
町
）で
斬
首
さ
れ
る

明治時代

明
治
2
年

1
8
6
9

版
籍
奉
還
に
よ
り
高
崎
藩
主
大
河
内
輝
聲
が
藩
知

事
と
な
る
。五
万
石
騒
動
が
起
こ
る

明
治
4
年

1
8
7
1

廃
藩
置
県
で
高
崎
藩
は
高
崎
県
と
な
る
。第
1
次
群

馬
県
が
成
立
し
県
庁
が
高
崎
の
旧
城
内
に
置
か
れ
る

明
治
5
年

1
8
7
2

旧
高
崎
城
内
が
兵
部
省
の
管
轄
と
な
る
。東
京
・
高
崎

間
に
郵
便
馬
車
会
社
が
開
業

明
治
9
年

1
8
7
6

第
2
次
群
馬
県
が
成
立
。県
庁
が
高
崎
に
置
か
れ
安

国
寺
が
庁
舎
と
な
る

明
治
10
年

1
8
7
7

新
町
に
官
営
屑
糸
紡
績
所
開
業

明
治
14
年

1
8
8
1

県
庁
が
前
橋
に
決
定
、高
崎
住
民
が
県
庁
の
高
崎
移

転
を
嘆
願

明
治
17
年

1
8
8
4

陸
軍
歩
兵
第
十
五
連
隊
の
創
設
。上
野
・
高
崎
間
の

鉄
道
が
開
通

明
治
22
年

1
8
8
9

町
制
施
行
に
よ
り
高
崎
町
と
な
る
。宮
元
町
に
役
場

を
置
く
。初
代
町
長
に
矢
島
八
郎
就
任

明
治
28
年

1
8
9
5

高
崎
商
業
会
議
所
設
立（
高
崎
商
工
会
議
所
の
前
身
）

明
治
30
年

1
8
9
7

群
馬
県
尋
常
中
学
校
群
馬
分
校（
県
立
高
崎
高
校
の
前
身
）が
開
校

上
野
鉄
道（
現
上
信
電
鉄
）の
高
崎
・
下
仁
田
間
が
全
通

明
治
32
年

1
8
9
9

群
馬
県
高
等
女
学
校（
県
立
高
崎
女
子
高
校
の
前
身
）開
校

明
治
33
年

1
9
0
0

高
崎
市
制
施
行
。宮
元
町
に
庁
舎
を
置
く
。初
代
市
長
に
矢
島
八
郎
就
任
。

戸
数
5
9
2
4
戸
、人
口
3
万
2
4
6
7
人

大正時代

大
正
２
年

1
9
1
3

高
崎
市
内
初
の
映
画
館「
電
気
館
」が
開
館

大
正
12
年

1
9
2
3

関
東
大
震
災
。高
崎
ま
で
避
難
し
救
護
の
対
象
と

な
っ
た
延
人
数
は
8
万
2
千
4
0
0
人
に
及
ん
だ

昭和時代

昭
和
4
年

1
9
2
9

第
1
回
え
び
す
講
廉
売
市
が
開
か
れ
る

昭
和
11
年

1
9
3
6

城
南
野
球
場
が
球
場
開
き
。白
衣
大
観
音
建
立

昭
和
20
年

1
9
4
5

高
崎
が
空
襲
を
受
け
る
。ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
。

高
崎
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
群
馬
交
響
楽
団
の
前
身
）が
発
足

昭
和
27
年

1
9
5
2

新
日
本
高
崎
こ
ど
も
博
覧
会
を
観
音
山
で
開
催

昭
和
29
年

1
9
5
4

高
崎
市
役
所
庁
舎
が
高
松
町
に
新
築
移
転

昭和時代

昭
和
32
年

1
9
5
7

高
崎
経
済
大
学
が
開
学

昭
和
34
年

1
9
5
9

市
内
初
の
工
業
団
地「
八
幡
工
業
団
地
」造
成

昭
和
36
年

1
9
6
1

市
制
60
周
年
、水
道
創
設
50
周
年
、群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
落
成
記
念
式
典

昭
和
41
年

1
9
6
6

高
崎
・
前
橋
間
の
バ
イ
パ
ス
の
開
通

昭
和
42
年

1
9
6
7

高
崎
卸
商
業
団
地
が
完
成

昭
和
50
年

1
9
7
5

第
１
回
高
崎
ふ
る
さ
と
祭
り
開
催（
昭
和
60
年
に
高
崎
ま
つ
り
に
改
称
）

昭
和
57
年

1
9
8
2

高
崎
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、高
崎
駅
東
口
広
場
が
完
成
。

上
越
新
幹
線
大
宮
・
新
潟
間
開
通

昭
和
63
年

1
9
8
8

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
操
業
開
始

平成時代

平
成
2
年

1
9
9
0

第
１
回
高
崎
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、高

崎
音
楽
祭
開
催

平
成
6
年

1
9
9
4

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ロ
ー
ド
開
通
。高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
開
館

平
成
8
年

1
9
9
6

ラ
ジ
オ
高
崎
開
局
。市
内
循
環
バ
ス
ぐ
る
り
ん
運

行
開
始
。長
野
新
幹
線
開
業

平
成
10
年

1
9
9
8

高
崎
市
役
所
新
庁
舎
開
庁

平
成
12
年

2
0
0
0

高
崎
市
制
施
行
1
0
0
周
年
記
念
式
典

平
成
13
年

2
0
0
1

特
例
市
に
移
行

平
成
18
年

2
0
0
6

1
月
に
高
崎
市
、倉
渕
村
、箕
郷
町
、群
馬
町
、新

町
が
合
併
。10
月
に
高
崎
市
と
榛
名
町
が
合
併
。

高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館

平
成
21
年

2
0
0
9

6
月
に
高
崎
市
と
吉
井
町
が
合
併

平
成
23
年

2
0
1
1

中
核
市
に
移
行
。高
崎
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
・

中
央
図
書
館
開
館

平
成
26
年

2
0
1
4

高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
業
。道
の
駅「
く
ら

ぶ
ち
小
栗
の
里
」開
館
。上
信
電
鉄
佐
野
の
わ
た

し
駅
開
業

平
成
29
年

2
0
1
7

高
崎
ア
リ
ー
ナ
開
館
。子
育
て
な
ん
で
も
セ
ン

タ
ー
開
館
。上
野
三
碑
が
ユ
ネ
ス
コ「
世
界
の
記

憶
」に
登
録

平
成
30
年

2
0
1
8

く
ら
ぶ
ち
英
語
村
が
開
村
。倉
渕
サ
ッ
カ
ー
場
開

場

平
成
31
年

2
0
1
9

く
ら
ぶ
ち
こ
ど
も
天
文
台
開
館

令
和
元
年

2
0
1
9

高
崎
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
が
開
場
。高
崎
芸
術
劇

場
開
館

小栗上野介忠順の墓 榛名湖保渡田古墳群
正始元年銘三角縁同向式神獣鏡

（国立博物館所蔵）

金井沢碑 多胡碑 山上碑
上野国分寺七重塔
復元模型

2代目市役所白衣大観音建立

高崎前橋間のバイパスが完成 郭馬出西虎口門上越新幹線大宮・新潟間開通高崎市制施行100周年記念式典高崎芸術劇場開館


